
　９月６日、連合山形は、２０１９年度の山形県予算編成に
向けた要請書を吉村知事に提出しました。連合山形の小
口会長代行から、「雇用・労働」「行政改革」「産業・環
境政策」「社会保障」「教育政策」の５つの部会でまとめ
た要請書が吉村知事に手交され、その後、知事と連合山
形三役らと意見交換を行いました。
　県内の若者の雇用情勢が改善している中にあっても、
若い世代の県外への人材流出が懸念されており、企業側
への各種助成金制度活用の周知による良質な就労機会の
実現や、学校と若者就職支援センターなど関係行政機関
が連携した、きめ細かな若者の就職支援を進めることな
ど、施策の在り方について意見交換しました。
　吉村知事は、「ユースエール認定企業や山形いきいき
子育て応援企業等、若者の採用・育成に積極的な企業や
ワーク・ライフ・バランスに積極的な企業を紹介し、安
心して長く働くことのできる環境整備に取り組みたい。」
と話されました。
　連合山形からの出席者は、小口裕之連合山形会長代行、
水戸吉一副会長、角谷俊一副会長、森伊織副会長、伊藤
学副会長、設樂正事務局長、小川修平副事務局長、柏木
実副事務局長。
　１０月１６日には、連合山形の政策要請に関して、県の担
当所管との意見交換会が予定されています。

吉村知事に連合山形の
政策要請書を提出

連合山形第31回年次大会
と　き　　１１月９日（金）１０：３０～１７：００
ところ　　大手門パルズ３F「霞城」

（1）

ホームページアドレス ： https://www.rengo-yamagata.jp/

2018年９月21日No.143

吉村知事に要請書を手交する小口会長代行

要請内容に回答する吉村知事



山形県最低賃金審議会は、７月５に山形労働局長から山形県の最低賃金について改正決定に向けた審議を諮問され
たのを受けて、７月２６日から山形地方最低賃金専門部会が設置され、具体的な金額審議が始まりました。結果として、
昨年の７３９円に対して２４円、３．２５％の引上げ、７６３円が妥当とし、公益側・労働側委員の賛成、使用者側委員の反対、
賛成多数で決定し、８月６日に山形県最低賃金審議会は山形労働局長に対して答申を行いました。
この引上げ額は、過去最高額であり、中央最低賃金審議会が山形県などが属するDランクの引上げの目安額２３円
を１円上回る内容での決着は、「底上げ」をめざす、連合山形の社会的役割を果たし得たものと言えます。
しかし、この時給７６３円という水準はあまりにも低すぎると言わざるを得ません。フルタイムで１８００時間働いても、
年収が１４０万円に届きません。
今後とも普通に働けば普通に暮らすことができる賃金水準（連合リビングウェイジ）の早期実現と雇用戦略対話で
の合意事項である「できるだけ早期に全国最低８００円」「全国平均１，０００円をめざす」という水準到達、拡大する大都
市と地方との格差の是正を求めていかなければなりません。
この新しい最低賃金は２０１８年１０月１日からスタートします。下回ったら法律違反になります。周りの方の給料が最
低賃金をクリアーしているか、チェックしてみましょう。

山形県の最低賃金は

時給

763 円に！
午後10時～午前５時に勤務する場合深夜割増25％を加算　９５４円
深夜・時間外・休日に働くと割増賃金が適用されるケースがあります。

2018年
10月１日から

分散会で意見交換する参加者

42人が結集した今年の青年交流集会
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青年交流集会は、毎年各地域協議会の青年委員会と連携
を図り、合同幹事会を開催しながら持ち回りで開催してい
ます。今年は９月７日（金）～８日（土）にかけて酒田飽
海地区管内「鳥海高原家族旅行村」で開催し、４２人の参加
者で交流を深めました。
１日目は、６班のグループに分かれ、学習・交流会を行
いました。テーマを「相手のタイプを知ろう！青年の力、
半端ないって！」と題し、業種の違うメンバーと現在の職
場のハラスメントの状況を意見交換し、仲間の実態を知り、
青年だからできることを班ごとにまとめ、価値観を全体で
共有しました。
２日目は、場所を酒田市内に移し、体験学習「歴史探検
ツアー in 酒田湊」と題して庄内開発協議会の熊坂事務局
長から案内人を務めて頂き、酒田市役所から海洋センター
までのコースを約２時間かけて街歩き探索し、観光ガイド
には載っていない酒田湊の華やかな歴史に彩られた新たな
魅力を再発見しました。

青年委員会が、2018「青年交流集会」を開催
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８月５日に記録的な豪雨に見舞われた最上地方では、家屋の浸水、道路や線路の損壊、山間部の土砂崩れ、農
作物の流出など甚大な被害を受けしました。
連合山形は８月９日に緊急災害対策本部を設置。合わせて連合新庄最上地域協議会の地域対策本部を窓口とす
る救援ボランティアの派遣要請に応える体制を整えました。
その後、戸沢村社会福祉協議会がボランティアセンターを開設したのを受けて、８月１１日から２４日までの期間、
述べ７９人の連合山形救援ボランティアが現地に入り、家屋や敷地に流れ込んだ泥の掻き出しや家財道具の搬出、
清掃作業等に従事し、１日でも早い被災地の復興と生活再建のために汗を流しました。
急な要請にお盆休み返上で鋭意対応していただいた構成組織、地域協議会に敬意を表します。

６月下旬から７月上旬にかけて西日本を中心とした広い範囲が記録的集中豪雨によって、甚大な被害を受けま
した。被災地の多くはいまだ復旧が進まず、現在も被災家屋の土砂の掻き出しや家財道具の片づけが行われてい
ます。
そこで、連合東北ブロック連絡会（幹事県：連合山形）として救援ボランティアを派遣し、１日でも早い復旧
のお手伝いをすることにしました。
連絡会からは３泊４日の４クルーに１２人ずつの派遣で、広島県呉市の「くれ災害ボランティアセンター・天応
サテライト」で、被災家屋の床下の土砂出し作業に従事しました。合わせて、連合山形は、街頭災害救援カンパ
行動を１１月まで実施することにしており、集まったカンパ金は連合本部を経由して被災地に贈ることにしていま
す。

最上地区豪雨災害救援ボランティアに
79人が参加！

西日本豪雨災害救援ボランティアに
連合東北ブロック連絡会から参加

作業内容の説明や注意点などを全体で確認 家屋内に流れ込んだ泥の掻き出し作業に汗を流した

街頭災害救援カンパ行動（山形駅前）広島県呉市に派遣された連合東北ブロックの仲間



「山形県と県退連との懇談会」を開催

８月２２日、山形市あこや会館において、山形県退職者連合と山形県との懇談会が開かれ、先に山形県退連から提出
された要請書に対する回答と意見交換が行われました。
要請書は、「高齢者対策について」「エネルギー政策について」「介護保険給付について」「８０・５０問題について」「健
康長寿と高齢者の体力作りについて」「運転免許証の自主返納について」「低所得高齢者が安心して暮らせる居住の場
について」「認知症対策について」「ＩＲ法案について」の９項目１６事項からなるもので、吉村知事も出席され、県か
らの現状報告・回答をいただきました。県退連からは２６人が参加。活発な意見交換が行われました。

９月５日、山形市大手門パルズにおいて、山形県退職者連合（伊藤寛会長）による「２０１８山形県高齢者集会」
が、連合山形との共催で開催され、約２００人の各退職者会会員が参加しました。集会では、「仲間づくりを進め、
地域に根差した退職者運動を展開しよう」「参議院選挙・統一地方選挙を勝ち抜き、政治の流れを変えて、生き
生きと安心して暮らせる社会にしよう」などのスローガンを採択しました。　
第二部では、「『健康長寿は笑いが一番』笑いはこころのビタミン剤」と題して、笑いの伝道師「あこーる」代
表の我妻淳一さんの講演が行われ、楽しい語りで会場を笑いで包んでいました。

連合山形ニュース
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2018山形県高齢者集会を開催ー山形県退職者連合

要請書について説明する伊藤会長

全国高齢者集会への派遣参加者を紹介

あいさつする吉村知事

ユーモアたっぷりに講演する我妻淳一さん
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平和行動に参加して
８月４日～６日の日程で行われた「平和行動 in 広島」には１４人が参加。８月８日～１０日の日程で行われた「平和
行動 in 長崎」には１３人が参加しました。
参加者を代表して二人から感想を寄せていただきました。

  酒田飽海地協（日重化労組酒田支部）　䑓丸谷　淳　さん

８月４日から６日までの３日間「２０１８平和行動 in 広島」に連合山形派遣団として始めて参加した。
広島に日本の各地からそして海外からも平和の祈りを捧げる為に多くの人が集まってきていた。今年の６月には
米朝首脳会談が始めて開催され、戦争の無い平和な世界への一歩となるよう期待されるが、世界を見ると核兵器の
無い世界はまだまだ先の様に思われ、被爆国である日本は広島・長崎の出来事を忘れることの無いように次の世代
へと繋げていかなければならない。
実際に被害にあった方は高齢化により年々少なくなり、原子爆弾を落とされ自分が被害を受けた事、家族・友人・
知人が受けた被害等を当時者に直接聞くことが年々難しくなっている。その中で「広島平和記念資料館」を見学さ
せていただいた。しかし、資料館の一部が改修工事により全てを見学する事が出来ずに残念ではあったが、当時の
写真や、原子爆弾の影響で形が変わってしまった物など貴重な物が展示されていて、あらためて核兵器の恐ろしさ
を考えさせられた。
式典は猛暑の中で行われ、地元の高校生がボランティアで署名活動や参加者への冷たいお絞り配布などを行って
いて、広島では若い世代に「戦争の悲惨さ、核兵器の恐ろしさ」についてちゃんと受け継がれているように感じた。

　交通労連（山形交通労組）黒川　　隆　さん

８月８日から１０日まで「２０１８平和行動 in 長崎」に参加した。
１日目は長崎県立総合体育館・メインアリーナにおいて、連合主催、原水禁・ＫＡＫＫＩＮ共催の「連合２０１８平
和ナガサキ集会」が開催された。被爆地といえば広島が真っ先に挙げられますが、今回の平和行動で改めて被爆地
長崎の大変な被害と復興について学ぶことができた。なかでも一番印象的だったのは、今回初めて被爆者の生の声
を聞かせてもらったことだ。被爆体験者は高齢化が進み、その体験を生の声として後世に伝える事が難しくなって
いく状況に戦後７３年の長さを感じ、労働組合がなぜ、反戦平和の運動を支援し積極的に参加しなければならないの
か、今新たな核の脅威がアジア中心に広がりつつある中、一人一人が今何ができるのかを考えさせられた。また、
戦争に無関心な若者が多い中、高校生平和大使の活動を知り、平和への活動を少しでも職場・地域で紹介し、広げ
ることが重要だと感じた。核兵器の脅威や戦争の悲惨さに心を打たれ「平和の尊さ」を強く感じるなかで、残念な
ことにその想いも時が経つにつれて少しずつ薄れていく。それが、風化なのだろうと思ったと同時に、この平和行
動を続けることの重要性を感じることができた。
２日目は「長崎平和祈念式典」へ参列、連合長崎青年委員会・女性委員会による「ピースガイド」の案内で爆心
地や平和公園などを見学し、夜には万灯流しにも参加した。
今回の平和行動で感じたことを職場に帰り、組合員や地域活動に生かし戦争の無い平和の大切さ有難さを伝えて
いきたいと思う。

平和行動in広島の参加者 平和行動in長崎の参加者
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